
熊本大学学術リポジトリ

職場における行動目標設定の条件 : 実行できる目
標の立て方 (看護のための社会心理学 ; 連載3)

著者 吉田, 道雄
雑誌名 看護部門
巻 6
号 3
ページ 89-96
発行年 1993-06-28
URL http://hdl.handle.net/2298/8207



Ⅱ,’１
'’’

’
’１，

，Ⅲ看護のた｣めのL社会心理学
刀

■■i連載Ｓ～

職場における行動目標設定の条件
一実行できる目標の立て方一

）

鍵■H寶鬮イニ
熊i瀞懲

了毎＃

拙’･･･１

『0F..､.＃..ｆF・〆

鼻

■
．
■
。
．
■
四
・
・
・
ざ
斫
・
．
．
》
・
・
■
＃
・
皿
・
・
い
〉
Ｊ
・
・
叩
．
．
■
辞
・
叩
〆
・
・
・

鯉・・咄。．叩叩冴叩‐設設吟．．・牙．鯉．》眼設・』・・．・川・叩〉弾
Ｊ
叩
□
□
叩
口
鈩
ロ
ロ
□
叩
ロ
ロ
□
■
□
叩
■
辞
■
Ｊ
：
□
□
■
□
□
斫
曰
評
斫

，
出
‐
・
四
Ｊ
．
．
咄
．
卸
叩
鍜
．
ｒ
‐
奴
ャ
・
・
刑
・
負
四
ｈ
㎡
・
‐
・
抄
㎡

□
ロ
ー
口
舐
ロ
□
□
■
斫
斫
日
日
ロ
兜
ｐ
ｒ
斫
斫
ｎ

口
日
日
ロ
ｒ
□
Ｉ
Ｆ
ロ
■

ロ
□
ロ
ロ
□
■
□
□
斫
斫
■
Ⅱ
ｒ
□
ｒ
□
川
口
Ｊ
咀
■
ロ
辞
口
舐

ｆ
■
□
□
ロ
１
口
ロ
日
ロ
ロ
ロ
Ⅱ
町
ロ

ロ
ロ
田
■
・
ｊ
ｆ
ロ
日
ロ

・
鯉
０
．
Ｊ
。
ｒ
・
・
・
・
・
眼
・
眼
・
』
・
と
ｒ
Ⅱ
ｒ
刑
田
設
・
』
・
Ｔ

Ｉ
Ｉ
研
．
．
‐
．
．
Ⅱ
１
．
．
、
眼
．
Ｉ
．
‐
．
．
‐

研
．
．
‐
．
．
．
ご
叩
Ｌ
‐
．
ゴ
ー

Ｊ
斫
・
・
・
・
・
・
・
・
斫
叩
・
・
・
・
Ｊ
Ｌ
■
■
．
．

。
斫
君

■咀而可即・・卜守山Ｌ」。】＄】』ザ《少エリ，ＬＰⅡＳｑｑ■’一ケ》」』０９□０’

ニニーロー

ター」

｡￣･名一・串＝庁一一＝＝．￣

i他煙jy麓謹蕊醗
上Ｐﾛ

＋：・・１．銀・・。－

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

職場の問題点を分析し，その解決のために

「行動目標」を決定することが多い。そして，

目標どおりに実行されれば，参加者の行動改

善はもちろん，職場全体も活性化するだろう。

しかしながら，実際には研修参加者のすべて

が目標達成に成功するとは限らない。なかな

かうまくいかないのである。決めたことが実

践されなければ，研修の意味はなくなってし

まう。それでは，どうしたら実行できる目標

を立てることができるのだろうか。今回は，

婦長，主任クラスを対象にした研修で決めら

れた「行動目標」とその「実践結果」をもと

に，「実行できる目標」に必要な条件につい

て考えてみよう。

［…］
よりよい看護の実現を目指して，さまざま

な研修や研究会が開催されている。中にはか

なりの費用が必要なものもあるようだが，参

加者は結構多いらしい。企業向けの研修や講

演会などの場合，参加費は会社が負担するこ

とが多い。ところが，看護婦の場合には，自

費で参加することも少なくないようだ。そう

した話を聞くたびに，看護婦の仕事に対する

熱意と意欲を感じ，また頼もしいども思う。

もちろん，仕事にかかわる研修や学習の機会

は病院がバックアップすべきだが，「身銭を

切ってでも」という心意気，真面目さに感動

するのである。ところで，そうした研修では，

‘
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[Ⅲ…と鵜］
を行った。さらに採点の理由についても，自

由記述法によって回答した。こうして得られ

たデータから，実行できる行動目標の条件を

明らかにしていこう。
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1）研修参加者とスケジュール

総合病院に勤務する婦長及び主任を対象に，

人間関係をテーマにした研修会が開催された。Ｓ）行動目標の実践結果

午前８時30分から午後５時までの１日コース実践結果についての自己採点は最低20点，

で，婦長28人，主任22人が参加した。研修は最高80点であった。そこで，回答を71点以上，

人間関係に関する講義とグループによる問題５１点から70点，５０点以下の３グループに分け，

分析を中心に進められ，最後に参加者全員がそれぞれを「成功グループ」「中間グループ」

職場で実践する行動目標を決定して終了した。「失敗グループ」と呼んで区別することにし

た。表１，表２，表３は各グループの参加者

２）実践結果の振り返りと自己採点の行動目標とその採点の理由である。「成功

研修終了１ケ月後に，目標の実践結果につグループ」では目標達成が成功した理由，

いて振り返りをした。参加者は所定のシート「失敗グループ」ではうまくいかなかった理

に行動目標を記入し，その結果について採点由が挙げられている。それぞれのグループに

表１「成功グループ」（自己採点71点以上）の行動目標（１行目）と自己採点の理由
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表３「失敗グループ」（自己採点50点以下）の行動目標と自己採点の理由

■
■
。
０
．
０
１
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ｄ
７
Ｉ
Ｉ
ロ
ー
■
凸
。
‐
－
ｉ
■
ｌ
Ｐ
Ｊ
１
０

■
即
■
Ｐ
Ｉ
●
・
一
作
Ⅱ
Ⅲ
十
ｒ
－
Ｉ
０
１
ｌ
ｒ
Ｌ
７
Ｉ
■
■
０
日

ゴー■三口■■エ口曰口麟口尽■■い■一一
。。■■■Ｔ■職■・
主愚矼議・■Ⅱ。

一・・・一一繊醗一□・・丁一・一・「・
て
■
繍
凱
だ

■■》■■■》■》・
■■一一一・一口畷・鰄弓鱗

》 」■■一五・口曰鰄・

二鰯旺鏥 蔓THiiji-l翅

掌雑誌鐘jRI議篝塞行駄
虫％ふ--ｕ:…常….‐::〆Ｔ－Ｔｆ,fJ冤当:j…ｉ～-Ｊ]ず器

鍾■～五重,薯壱j;■■.■
と評が１‐ｉ－Ｌ写ｗ::＝－瀞…－－．

了稼毒ｉｉｉｉ蕊蓬憲繊”た

宮
■
》
‐
い
ふ
・
叩
処
・
・
・
・
辞
‐
‐
・
・
・
ざ
二
・
・
四
・
・

｜ｑ｜匙・ロ二・．・》・ロ・已騨．・鯉．．．・・

織電》’一零》一
一》・》一・》》｛〉・へ四》》毬．》》一・一一汕
守▲Ｆ・■■■・・辞■■■・》・・・．・・．。■・・・・．・叩印

垂〉一
鴎
』

再字１．．Ｊ

‐
１
口
＆
□
■

Ｐ
■
‐
■
‐
Ｉ
‐
－
ｌ
ｂ
■
ロ
⑪ 一口■□■■蝋・へ｛錘〕

■【■・鱸・
信三口繩一
一
Ｊ
雫
遷
一

・・綱
■
」
は
（

〉■・｛■■■■」鍵・
引毫へ｝）錨）曇》
１
－
下
二
口
蓋

彌口鮴

醸■■鋤噸 ｛■」鍵〉・
一
竃
久

一様十河
■悸穫」・蓬曰」

瀧一一工口「
電■一蝋一曰識

11
01

0ｈ

ハ

ル

イジ
■Ⅱ

ｌ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
‐
１
１

１
ｉ
ｉ
ｌ 欝

彗ｉ蕊霞溌::壱

口弍蟇篁LijID

iilhiiil篝i褒獺〃篭総潅
ｆＴ溌蕊;f塗壹いｉＬｉＪ～←１…螢＝一 鐘･･･ヨレ１．用．--母..'ｉ

￣＝ず｡⑰■

．．、二・雷二一

--.斗:写.｡.=ﾛ｣【壺

皇:了菅?;:喜鼠，

。：；ボー￣鄙．．．

ニエーー.::.□
４

１
１

ｊ－：へ′<ｉＪ烏兎一?～工…iγi{:;:>鐸ぺれ

等に発言壷震る峯ら鍾議j気鐵鰯I三J〉j了堯三｣曇＃１
小ｘｊＪｆ－□:｣三銭■:ﾝ～け↑；よ:慧鎚竿ｆ

》;炉x了:》了:い；で二ばか;＝>;:;;j蕊ｴ誌/ｉｉｆＷＬＷ湛蝋;蝋ｊ
，－Ｌ司甦-ｉ－ｊ認Ｆ碁一…竺膀上．::ＴＴＩ;1入〆－：｡ご…草::Ｌ＿韻:…－－

－．，ﾊﾟ許官:LLⅣ喘計~:~ﾉｻﾞ;』:段｢H震ﾋﾞ；::午i6i-j

Ｉ

。

蟻

ついて詳しく見ることにしよう。

（１）成功グループ（自己採点71点以上）

このグループには７人しかいなかった。表

１から，目標の達成にとって，他の人からの

理解や協力あるいは援助が重要な条件である

ことが分かる。また以前からしなければなら

ないと思っていたことや，多くの人がその必

要`性を感じていたことを目標にしたためにう

まくいった例もある。目標達成のために，例

えば，「メモを回して」その趣旨を徹底させ

るという，具体的で分かりやすい方法をとっ

たという回答もある。要するに，「行動目標」

看護部門ＶｏＬ６Ｎｏ､３ －９２－



業務が進まなくて困ったりすれば，そうした

知識を本気で身につけようという意欲もわい

てくる。漠然とした「専門知識」ではなく必

要に迫られたものを発見し，それを行動目標

に結びつけることが重要である。

（Ｓ）失敗グループ

実にさまざまな理由が挙がっている。中間

グループと同様に，「時間がなかった」「忙

しかった」といった理由が多い。研修時期と

の関係で，「年末」だったことも失敗の理由

になっている。しかし，そのころに忙しくな

ることは過去の経験から予測できるはずであ

る。厳しい状況のもとでも実行できる目標を

発見する努力をしなければ，失敗するのは当

然だろう。また，「努力不足」という理由も

少なくない。一度決めたからには，やはり気

迫を持って目標達成に斜職してほしいと思う。

そのほか，「思い切って指摘できなかった」

「周りが必要性を感じていなかった」「抽象

的だった」など，成功グループとは逆の理由

が挙げられている。こうした点に気をつけれ

ば，より実行可能な目標を設定することがで

きるのである。「決めたことを公にしなかっ

た｣という回答も興味深い。なぜなら多くの

研究によって，他人の前で行う「決意の表明」

が，目標達成に大きな効果を持っていること

が明らかされているからである。また，「自

分の仕事に対して興味を持てなかった」とい

う回答がある。これはもう本人の自覚の問題

である｡まずは自分の仕事を振り返って,自ら

の動機づけを高める努力をしなければならない。

は，①もともと実行する個人や周りの人々に

とって，それを達成することが必要だという

切実感があり，②その達成のための方法が具

体的で分かりやすく，③かかわりのある人々

の理解，協力，援助が得られるようなもので

あることが重要なのである。

（２）中間グループ

（自己採点51点以上70点以下）

「時間がなかった」Ｆ忙しかった」という

理由が目立っている。部下が仕事をうまくやっ

た時には「ほめよう」と決めていたが，その

チャンスがなかったという回答には思わず笑っ

てしまった。部下が仕事をうまくやるのを漫

然と待つのではなく，部下が意欲を持って取

り組めるような仕事を与えたり，環境を作る

ことこそ重要なポイントなのである。そうす

れば，部下は「ほめる」に値する仕事をして

くれるにちがいない。また自分の意見をはっ

きり言うという目標を決め，自分では実行し

たつもりであるが，そのことが周りの人には

必ずしも理解されていないという回答もある。

他人に対する働きかけはそれが相手に通じて

はじめて意味を持つ。自分でやったと満足す

るだけではなく，相手に実際に影響を与える

ための具体的な方法を決めなければ，本当の

意味での行動目標とはいえないだろう。「専

門書を読む」という目標に対して，「読まな

くても一日の業務はすむことが多い」と回答

した者もいる。実行しなくても困らないもの

なら，忙しい時に軽視されるのは当然だろう。

部下や患者から質問されて答えに窮したり，
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“蝋］
がなくても，単純に実行が難しいからである。

自分の行動や意識を変えるには，なによりも

成功体験を持つことが必要だ。いきなり理想

的な目標を決めても失敗しては何にもならな

い。無理をせずに，まずはやってみることが

大切なのである。そういう意味ではできるこ

としか決めないという精神が必要だと思う。

できることしか決めないといっても，それが

程度の低いものだったり，簡単にできるもの

だとは限らない。そして，実行すると決めた

からには，「できるつもりだったけれど，やっ

ぱり無理だ」などといって，すぐにあきらめ

てはいけない。

（Ｓ）ある程度の達成期限があること

目標によってはすぐに達成できるもの，時

間が必要なものとさまざまである。しかし，

目標達成へのエネルギーを持続させるために

は，ある程度の達成期限を設けるべきである。

どれほど具体的で実行可能であっても，いつ

までに達成するか分からないのでは緊張感も

なくなってしまう。あらかじめ設定していた

期限が来るたびに，それまでの結果を評価し，

それをもとに，さらに新しい目標を決定する。

こうしたことで，「目標を達成するぞ」とい

う意欲も高まるのである。

（４）小さな失敗をしても，

取り返しがきくこと

実行可能な目標で，できることしか決めな

いという条件とは矛盾するが，やはりどんな

に実行できると思ってやっても失敗すること

はある。そんな時に，その失敗によってそれ

最後に，これまでの分析結果をもとに，実

行できる行動目標がそなえるべき条件をまと

めてみよう。

（１）具体的であること

目標は具体的であることが重要である。職

場の意思疎通に問題があるからといって，

「コミュニケーションをよくする」といった

目標を立てても実際の行動にはつながらない。

単なる問題の裏返しでは目標とは言えない。

「リーダーシップを強化しよう」といった目

標もスローガンとして，あるいは組織の最終

目標として挙げられるのであればいいが，一

人ひとりの行動目標としてはいかにも抽象的

すぎる。このような目標を決めると，「抽象

的だった」「目標が大きすぎた」といったこ

とになってしまう。いつ，どこで，何を，だ

れに，どのようにといった点を明確にすれば，

目標はより具体的になる。

（２）実行可能であること

具体的であれば実行できるかというと，そ

れほど単純ではない。

例えば，「専門的な知識がないことを反省

して毎週専門書を１冊読む」という目標はど

うだろうか。専門書の対象や範囲，あるいは

著者などまで決められれば，目標はたしかに

具体的である。しかし，この目標は途中で挫

折するにちがいない。具体`性に関しては問題
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までの努力がまったく無駄になってしまうの

では，だれでも目標を達成する意欲を失って

しまう。決定的なものは仕方がないにしても，

小さな失敗はすぐに取り戻せる可能`性があっ

てこそ，達成へのエネルギーも持続するので

ある。

（５）うまくいっているかどうか，

いつも確認できること

具体的で実行可能であれば，目標達成がう

まくいっているかどうかも確認できるだろう。

いつも自分の行動についてのフィードバック

が得られることは，目標達成を確実なものに

する。実践を進めていくその時々に応じて，

「うまくいっている」という実感があれば，

そのことがさらに目標達成を促進する力にな

る。

（６）目標達成時の変化のイメージが

はっきりしていること

目標が達成された時に，自分や周りの環境

に起こる変化について，具体的で明確なイメー

ジを持っていることも重要である。これがはっ

きりしていれば，自分がどのくらい目標に近

づいているかがよく分かる。目標から遠ざかっ

ているように思える時には，行動を修正をす

るための指標にもなる。

以上は主として個人が決める行動目標に求

められる条件である。組織においては個人だ

けではなく，グループで決める目標もある。

ここではさらに，集団で目標を決定する場合

に必要な条件を考えてみよう。

（７）メンバー全員が目標を受容していること

集団を単位として目標を達成するのだから，

メンバー全員がその目標を達成することを納

得しておかなければならない。目標が押しつ

けられたり，特定のメンバーだけが実行すれ

ばいいと考えられたりしていては，円滑な目

標達成を期待することはできない。

（Ｓ）メンバー各人の意思，個性が

生かされること

集団で行動目標を決定する際に，メンバー

全員がすべて同じ目標を立てる必要はない。

トータルな目標は共通でなければならないが，

その目標を達成するために，自分には何がで

きるかを自らが決めることが重要である。

例えば，「遅刻をしない」といった簡単な

目標についても，電車で通っているものは，

「一電車早く乗ろう」と決めることは立派な

目標である。しかし，これは自転車で通って

いるものにはまったくあてはまらない。要す

るにメンバー各人の立場，状況，個性が生か

されることが重要なのである。

（９）互いの目標について知っていること

メンバー各人が必ずしも同じ行動目標を立

てるのではないから，そのままでは他のメン

バーがどんな目標を持っているか分からない。

メンバー間で目標を表明しあうなどして，互

いの目標を知ることが必要である。もちろん，

他人の行動を監視し，実践していなければ追

求しろというわけではない。そうではなく，

目標達成がうまくいかない時に，それをいち

早く察知し，互いに援助しあうことが重要な
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のであるｃ 実践ヨ標創０毛Ｊ、

間の結びつきも高まり，目標行動の達成にも

プラスの効果が期待できるだろう。

（10）メンバー間で助けあわないと

うまくいかないこと

互いに援助することは，ややもすると挫折

しがちな目標達成を支える力になる。そうい

う意味では，個`性を重視すると同時に，一方

では２人以上のメンバーが協力してはじめて

達成できるような目標を見つけだすことも重

要なポイントである。

以上のような条件をできるだけ多く組み入

れることが，実践的で有効な行動目標を立て

している時に，それがうまくいっているかど

うかをチェックできる独自の評価方法を創り

出していただきたい。自分に合ったチェック

シートができれば，それだけ目標達成の可能

性が大きくなることは，すでに我々の研究で

も明らかになっているからである。

最後に，目標は一人ひとりが創り出すもの，

探すものであり，ただ受け身的に与えられる

ものではないことを強調しておきたい。日常

の仕事や生活の中から目標を発見していく能

力（目標発見能力）を自ら身につけていくこ

とは，職業人として，重要な課題なのである。
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